
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科・ 科目
教科・科目　：　　総合的な探究の時間 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

４プロジェクトテーマに関する講演
【知識及び技能】
テーマに関する背景や現状を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
講演を聞いて、重要だと思われるポ
イントを判断することができる
【学びに向かう力、人間性等】

・講演会
・パワーポイント資料等

【知識・技能】
テーマに関する背景・現状について理解でき
る。
【思考・判断・表現】
今後の活動に置いて重要となると思われるポ
イントを判断し、メモに残すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
疑問点について質問することができる。

○ ○ ○ 1

２SDGｓに関する講演
【知識及び技能】
SDGｓとはどのようなものか理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
講演を聞いて疑問点を見つける。
【学びに向かう力、人間性等】

・講演会
・パワーポイント資料

【知識・技能】
SDGｓを理解することができる。
【思考・判断・表現】
講演内容から疑問点を見つけ、グループ内で
共有することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
グループ内で積極的に発話し、講演者に質問
することができる。

○ ○ ○

１
学
期

１探究オリエンテーション
【知識及び技能】
探究活動とはどのようなものかを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
批判的思考に基づいて発表内容を分
析し、発表者に質問する。
【学びに向かう力、人間性等】
演習に積極的に参加したり、チーム
内で積極的に発言・質問する。

・探究活動とは・クリティカルシ
ンキングとは・質問の重要世及び
種類・課題分析の進め方
・探究ハンドブック

【知識・技能】
探究活動とは何か理解している。
【思考・判断・表現】
批判的思考を理解し、演習に取り組んでい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に意見のやりとりができる。 ○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 5

2

２お試し探究
【知識及び技能】
・新幹線及びサービスについて情報
を収集する。
【思考力、判断力、表現力等】　新
幹線のサービスの現状を踏まえ、
ターゲットを絞ることができる
【学びに向かう力、人間性等】
他者の意見を参考にしながらチーム
内で活発に意見のやり取りができ
る。

・テーマ「新幹線の新しいサービ
スを考える」について探究活動を
する
・探究ハンドブック
・一人１台端末を活用した情報収
集

【知識・技能】
テーマに沿った情報を収集することができ
る。
【思考・判断・表現】
ターゲットを絞る、またはターゲットを絞る
ために必要な情報を抽出することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
端末を使った情報収集や意見交換に積極的に
参加している。

○ ○ ○

1

テーマ及び収集した情報から問題点を焦点化
し、批判的思考でチーム内で意見を交換し、問
題解決に取り組む。また、その結果を他者が理
解できるようわかりやすく発表する。

チーム内で価値観や考え方を共有しながら協働
的に探究活動を進め、且つ自律的に探究活動の
スパイラルを繰り返す。

課題研修メソッド

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
・フィールドワークや様々な情報媒体を通して、課題解決に必要な正しい情報を収集し、身に付けることが
できるようになる
・他教科での学習内容を問題解決に向けて活用することができるようになる

・批判的に物事をとらえ、今までにない視点で問いや最適解を見出し、一般化することができるようにな
る。
・ある事象を様々な角度から俯瞰して捉え、問題点を焦点化しその解決に向けた計画を自ら立て、実行する
中で新たな問題点を発見することができるようになる。
・自分の考えを他者が理解できるように伝え、他者の興味関心を引き出すことができるようになる。

・幅広い領域に関心を持ち、自律的に探究活動のスパイラルを繰り返すことができるようになる。
・互いの良さを生かしながら協働的に探究活動を進め、他者と世界観や価値観を共有しようとすることがで
きるようになる。
・社会の課題やその課題解決のために生かせる自分の特性に気づき、その良さを社会に生かそうとすること
ができるようになる。

態
配当
時数

総合的な探究の時間成瀬
1

５プロジェクト活動
【知識及び技能】
テーマに関する背景や現状・問題点
に関する情報を収集し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
収集した情報をターゲットの絞り込
みや自分の探究テーマの決定に活用
する。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒と意見交換し、自分の探究
活動の参考とする。

・情報収集、ターゲットの絞り込
み
・探究ハンドブック
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
情報を収集し、テーマに関する背景・現状に
ついて理解できる。
【思考・判断・表現】
収集した情報を基に、ターゲットの絞り込み
や個人のテーマの設定に活用することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒と意見交換し、自分の探究活動に活
用することができる。

○ ○

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

プロジェクトに課されたテーマに沿って情報を
収集し、課題解決に必要な知識を身に付ける。
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〇 5

１０振り返り
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】
発表を聞いた生徒からのフィード
バックを基に、これまでの活動の課
題や改善点を抽出し、改善策を考え
る。また、新たなテーマを設定す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの活動の評価や改善点の考
案を十分に実施する。

・１年間の活動の振り返り
・振り返りシート
・一人一台端末

【思考・判断・表現】
これまでの活動の課題や改善点を抽出し、改
善策を考えることができる。
同テーマに関する新たな課題を設定すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの活動に関して客観的に振り返り、
その評価や改善点の考案を十分に実施するこ
とができる。

〇

2

合計

３
学
期

８チーム活動（スライド作成）
【知識及び技能】
プレゼン資料作成の際の注意点を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼン資料作成の際の注意点を踏
まえ、分かりやすい資料を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよいプレゼン資料作成に向けて
チーム内で積極的に意見交換する。

・スライド作成
・一人一台端末

【知識・技能】
他チームや講師からの指摘や課題解決に向け
た情報を理解できる。
【思考・判断・表現】
他チームや講師からの指摘や収集した情報を
課題解決に活用するとともに、批判的思考に
基づいてチーム内で意見交換できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い課題解決に向けてチーム内で積極的
に意見交換できる。

〇 〇

・これまでの活動についての中間
発表
・フィードバックシート
・一人一台端末

【知識・技能】
プレゼンにおける注意点を理解できる。
【思考・判断・表現】
これまでの活動をわかりやすく発表すること
ができる。
他チームの発表を批判的思考の観点から分析
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他チームの発表に対して積極的に質問するこ
とができる。

〇 〇

８チーム活動
【知識及び技能】
中間発表において得た他チームや講
師からの指摘や収集した情報を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
中間発表において得た他チームや講
師からの指摘や収集した情報を課題
解決に活用するとともに、批判的思
考に基づいてチーム内で意見交換す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒の意見を参考にしながら、
よりよい課題解決に向けてチーム内
で積極的に意見交換する。

・課題解決活動
・講師からの資料等
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
他チームや講師からの指摘や課題解決に向け
た情報を理解できる。
【思考・判断・表現】
他チームや講師からの指摘や収集した情報を
課題解決に活用するとともに、批判的思考に
基づいてチーム内で意見交換できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い課題解決に向けてチーム内で積極的
に意見交換できる。

〇 〇

〇 1

２
学
期

６チーム活動
【知識及び技能】
課題解決に必要な情報を収集し、理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
収集した情報を課題解決に活用する
とともに、批判的思考に基づいて
チーム内で意見交換する。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒の意見を参考にしながら、
よりよい課題解決に向けてチーム内
で積極的に意見交換する。

・課題解決活動
・講師からの資料等
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
課題解決に向けた情報を理解できる。
【思考・判断・表現】
収集した情報を課題解決に活用するととも
に、批判的思考に基づいてチーム内で意見交
換できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い課題解決に向けてチーム内で積極的
に意見交換できる。

〇 〇 〇 10

７中間発表
【知識及び技能】
プレゼンの際の注意点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
これまでの活動をわかりやすく表現
し、発表する。また、他チームの発
表を批判的思考の観点から分析する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他チームの発表を聞いて、積極的に
意見や質問を発表することができ
る。

〇 8

4

９成果発表
【知識及び技能】
プレゼンの際の注意点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンの際の注意点を踏まえて、
聞き手が理解しやすいように発表す
る。また、他チームの発表を批判的
思考の観点から分析することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他チームの発表を聞いて、積極的に
意見や質問を発表することができ
る。

・成果発表
・フィードバックシート
・一人一台端末

【知識・技能】
プレゼンの際の注意点を理解できる。
【思考・判断・表現】
これまでの活動の成果をわかりやすく発表す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他チームの発表に対して積極的に質問するこ
とができる。

〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科・ 科目
教科・科目　：　　総合的な探究の時間 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：総合的な探究の時間

成瀬 総合的な探究の時間
1

課題研究メソッド

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
・フィールドワークや様々な情報媒体を通して、課題解決に必要な正しい情報を収集し、身に付けることが
できるようになる
・他教科での学習内容を問題解決に向けて活用することができるようになる

・批判的に物事をとらえ、今までにない視点で問いや最適解を見出し、一般化することができるようにな
る。
・ある事象を様々な角度から俯瞰して捉え、問題点を焦点化しその解決に向けた計画を自ら立てることがで
きる、実行する中で新たな問題点を発見することができるようになる。
・自分の考えを他者が理解できるように伝え、他者の興味関心を引き出すことができるようになる。

・幅広い領域に関心を持ち、自律的に探究活動のスパイラルを繰り返すことができるようになる。
・互いの良さを生かしながら協働的に探究活動を進め、他者と世界観や価値観を共有しようとすることがで
きるようになる。
・社会の課題やその課題解決のために生かせる自分の特性に気づき、その良さを社会に生かそうとすること
ができるようになる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

プロジェクトに課されたテーマに沿って情報を
収集し、課題解決に必要な知識を身に付ける。

テーマ及び収集した情報から批判的思考で問題
点を焦点化し、問題解決に取り組む。また、そ
の結果を他者が理解できるようわかりやすく発
表する。

幅広い領域に関心を持ち、自律的に探究活動の
スパイラルを繰り返す。また多様な世界観や価
値観に触れる中で自己の価値観を磨き、他者を
受け入れる態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

１オリエンテーション
【知識及び技能】
探究活動とはどのようなものかを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
他者の話を聞いて疑問点を見つけ、
相手にわかりやすいように質問する
【学びに向かう力、人間性等】
演習に積極的に参加し、発言・質問
する。

・探究活動についての説明
・質問の重要性の説明
・話し合いの積み上げ方の説明

【知識・技能】
探究活動とは何か理解している。
【思考・判断・表現】
質問することの重要性を理解し、演習に取り
組んでいる。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に意見のやりとりができる。 ○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

３仮説を立てる
【知識及び技能】
仮説とは何か理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・収集した情報を基に仮説を立て
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に活動に参加し、仮説を立て
る。

・仮説の設定に関する説明
・探究ハンドブック
・一人１台端末を活用した情報収
集
・個別／ペア／チーム活動

【知識・技能】
仮説について説明することができる
【思考・判断・表現】
信頼できる情報を基に、仮説を立てることが
できる
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に活動に参加し、仮説を立てることが
できる。

○ ○ ○ 4

２問いを立てる
【知識及び技能】
・関心のある分野について先行研究
調査をし、現時点で判明しているこ
とについて理解する
【思考力、判断力、表現力等】　・
先行研究調査で判明したことから、
取り組むべき「問い」を導き出す。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に活動に参加し、探究活動に
適した課題を設定しようとする。

・情報収集の際の注意事項
・探究ハンドブック
・一人１台端末を活用した情報収
集
・個別／ペア／チーム活動

【知識・技能】
テーマに沿った情報を収集することができ
る。
【思考・判断・表現】
「問い」を絞る、または問いを絞るために必
要な情報を抽出することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
端末を使った情報収集や意見交換に積極的に
参加している。

○ ○ ○

２
学
期

４調査検証
【知識及び技能】
調査検証方法にはどのようなものが
あるか理解する
【思考力、判断力、表現力等】
必要な情報を得るために最適な調査
検証方法を選び、実施する。
【学びに向かう力、人間性等】
必要な情報を得るために主体的に調
査検証を行い、必要な情報を得る。

・調査方法・検証に関する説明
・個別／ペア／チーム活動

【知識・技能】
調査検証方法についてどのようなものがある
か理解できる。
【思考・判断・表現】
必要な情報を得るために必要な調査対象・時
期・範囲・方法を自ら選ぶことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
必要な情報を得るために主体的に検証を実施
することができる。

○ ○ 9

７中間発表
【知識及び技能】
プレゼンの際の注意点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
これまでの活動をわかりやすく表現
し、発表する。また、他者の発表を
批判的思考の観点から分析すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の発表を聞いて、積極的に意見
や質問を発表することができる。

・これまでの活動についての中間
発表
・フィードバックシート
・一人一台端末

【知識・技能】
プレゼンにおける注意点を理解できる。
【思考・判断・表現】
これまでの活動をわかりやすく発表すること
ができる。
他者の発表を批判的思考の観点から分析する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の発表に対して積極的に質問することが
できる。

○ ○ ○ 1

○



３
学
期

８チーム活動（スライド作成）
【知識及び技能】
プレゼン資料作成の際の注意点を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼン資料作成の際の注意点を踏
まえ、分かりやすい資料を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよいプレゼン資料作成に向けて
主体的に活動する。

・ポスター作成
・一人一台端末

【知識・技能】
他者や講師からの指摘や課題解決に向けた情
報を理解できる。
【思考・判断・表現】
他者や講師からの指摘や収集した情報を課題
解決に活用するとともに、批判的思考に基づ
いて発表準備を進めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い課題解決に向けて主体的に活動でき
る。

〇

１０振り返り
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】
発表を聞いた生徒からのフィード
バックを基に、これまでの活動の課
題や改善点を抽出し、改善策を考え
る。また、新たなテーマを設定す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
これまでの活動の評価や改善点の考
案を十分に実施する。

・１年間の活動の振り返り
・振り返りシート
・一人一台端末

【思考・判断・表現】
これまでの活動の課題や改善点を抽出し、改
善策を考えることができる。
同テーマに関する新たな課題を設定すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの活動に関して客観的に振り返り、
その評価や改善点の考案を十分に実施するこ
とができる。

〇 5

９成果発表
【知識及び技能】
ポスター発表の際の注意点を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンの際の注意点を踏まえて、
聞き手が理解しやすいように発表す
る。また、他者の発表を批判的思考
の観点から分析することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の発表を聞いて、積極的に意見
や質問を発表することができる。

・成果発表
・フィードバックシート
・ポスター

【知識・技能】
プレゼンの際の注意点を理解できる。
【思考・判断・表現】
これまでの活動の成果をわかりやすく発表す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
他者の発表に対して積極的に質問することが
できる。

〇 〇 〇 4

〇

〇 〇

1

合計

30



都立成瀬高校

学期
(予定授業時間数）

備考

令和５年度 年間授業計画 （教科名）総合的な探究の時間

科目名
（単位

総合的な探究の時間
(１）

講座名 総合的な探究の時間
担当者

３学年担任

学年･組 ３学年 補助教材 課題研究メソッド 氏　名

目標

・これまでの学習で培ってきた力を用いて、２年次に自身が行った探究活動を「論文」としてまとめ、「要旨」
として発表する。

特記事項なし

テーマ 学習内容の概要

1学期
（１２）

①オリエンテーション
②論文講習
③論文執筆の手順について
④探究DAY
⑤探究論文執筆・探究活動

①年間の活動の見通しをもつ
②一般的な論文の書き方について講義を受ける
③探究論文を書く具体的な手順と、提出方法についてガイダン
ス
④探究テーマに関連して、探究DAYの活動を行う
⑤２年次におこなった探究活動を論文としてまとめる。内容とし
て不足がある場合は、補足して探究活動を行う。

2学期
（２０）

①論文の提出
②他の論文を輪読
③論文の書き直し
④要旨の執筆
⑤要旨の提出
⑥新たな問いを立て、探究活
動の筋道をつける

①論文を完成させる
②他の生徒の論文を読み、多角的な視点を学ぶ
③他の生徒からの指摘を受けて、論文を書きなおす
④要旨にまとめなおす
⑤要旨を提出する
⑥新たな問いをみつけ、探究活動を深める

3学期
（３）

①新たな問いを立て、探究活
動の筋道をつける

①新たな問いをみつけ、探究活動を深める

評価の観
点・方法

・論文として、探究活動をまとめることができたか。
・要旨として、探究活動をまとめることができたか。


